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朝
早
く
材
木
座
海
岸
に
行
っ
た

ら
、
黄
色
い
大
型
重
機
が
海
岸
の
清

掃
を
し
て
い
た
。「
重
機
」
と
聞
く

と
な
ぜ
か
わ
く
わ
く
す
る
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
。
小
さ
な
ユ
ン
ボ
が

あ
っ
た
ら
庭
中
を
掘
り
返
し
た
い
。

運
転
手
が
乗
り
込
も
う
と
靴
の
砂
を

払
い
落
と
し
て
い
る
。
重
機
に
敬
意

を
払
っ
て
大
事
に
使
う
の
だ
。

　

以
前
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
と
い

う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
が
そ
の
重
機
か
も
し
れ
な
い
。
海

岸
が
き
れ
い
な
の
は
、
こ
の
人
た
ち

と
機
械
の
お
か
げ
な
の
だ
。
感
謝
を

込
め
て
描
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

水
彩　

46
×
61
㎝
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「
海
岸
清
掃
」

黒
川
　
明

家
は
完
成
す
る
と
相
当
の

重
さ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
支

え
る
基
礎
は
頑
強
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
本
当
に
大
事
な
の
は

基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
を

支
え
て
い
る
地
盤
で
す
。
地
盤

が
軟
ら
か
け
れ
ば
地
震
等
で
揺

れ
る
た
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

塊
ご
と
傾
い
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
か
ら
あ
る
地
名
は
開
発
さ
れ

る
前
の
自
然
の
地
形
や
植
生
に

由
来
す
る
事
が
多
い
の
で
、
敷

地
付
近
の
地
名
を
調
べ
ば
で
地

形
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
名
に
水
・
田
・
沼
・
谷
・
蓮
・

葦
・
鶴
・
亀
・
鵜
・
鷲
・
沖
・
浦
・

洲
・
橋
・
船
・
堀
・
堤
等
が
入
っ

て
い
る
場
合
軟
弱
地
盤
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
、
逆

に
山
・
岡
・
台
・
石
・
岩
と
い
っ

た
文
字
を
含
む
地
名
は
比
較
的

良
好
な
地
盤
だ
と
予
想
で
き
ま

す
。
昔
か
ら
あ
る
寺
や
神
社
・

農
家
の
屋
敷
付
近
等
は
良
さ
そ

う
で
す
。
山
を
崩
し
て
造
成
さ
れ

た
雛
段
式
の
宅
地
は
奥
の
土
を

削
っ
て
盛
り
土
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

私
が
家
を
建
て
る
時
は
必

ず
地
盤
調
査
を
し
ま
す
。
そ
し

て
殆
ど
の
場
合
地
盤
改
良
を
勧

め
ま
す
。
方
法
は
幾
つ
か
あ
り

ま
す
の
で
選
択
し
て
、
安
心
で

き
る
地
盤
を
作
り
、
そ
の
上
に

頑
強
な
基
礎
を
造
っ
て
家
づ
く

り
を
勧
め
て
い
ま
す
。
見
え
な

い
所
に
お
金
が
か
か
り
ま
す

が
、
家
づ
く
り
の
要
は
地
盤
・

基
礎
か
ら
始
ま
り
、
在
来
軸
組

み
工
法
で
造
れ
ば
何
世
代
に
も

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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基
礎
は

基
礎
は

地
盤
が
命

地
盤
が
命
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４
年
ぶ
り
の
新
刊
が
紐
解
く
葉
山
の
歴
史

４
年
ぶ
り
の
新
刊
が
紐
解
く
葉
山
の
歴
史

　
　
　
　

  　
　

葉
山
の
旧
家

に
残
る
古
文
書
の

調
査
研
究
や
、
町

の
歴
史
を
四
半
世

紀
に
わ
た
り
探
究

し
て
き
た
葉
山
郷

土
史
研
究
会
（
矢
嶋
道
文
会

長
・
会
員
数
25
人
）
の
4
年

ぶ
り
の
新
刊
「
郷
土
誌
葉
山
」

17
号
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

特
集
と
し
て
３
年
前
に
神

奈
川
県
公
文
書
館
か
ら
町
に
返

還
さ
れ
た
「
葉
山
村
社
寺
明
細

帳
」
を
紹
介
。
葉
山
が
ま
だ

６
つ
の
村
に
分
か
れ
て
い
た

１
８
７
９
年
か
ら
戦
争
直
前
の

１
９
４
０
年
ま
で
の
社
寺
の

記
録
を
ま
と
め
た
貴
重
な
報

告
書
の
中
に
明
治
〜
大
正
〜

昭
和
の
変
遷
を
た
ど
り
、
各

社
寺
の
絵
図
や
境
内
見
取
図

な
ど
も
グ
ラ
ビ
ア
に
掲
載
。

長
柄
の
石
井
重
太
郎
氏
が

１
８
９
７
年
か
ら
１
９
５
２

年
ま
で
の
記
録
を
残
し
た「
農

業
日
誌
」
の
抜
粋
で
は
、
２

つ
の
改
元
時
の
人
々
の
皇
室

へ
の
思
い
や
、
米
軍
進
駐
後

に
二
子
山
砲
台
が
爆
破
さ
れ

た
時
の
様
子
な
ど
を
紹
介
。

戦
時
中
長
者
ヶ
崎
に
築
か

れ
た
海
面
砲
台
の
現
地
調
査

や
、「
続
・
葉
山
ゆ
か
り
の
文

学
散
歩
」
の
特
集
で
は
一
色
・

御
用
邸
・
長
者
ヶ
崎
周
辺
を

舞
台
に
し
た
54
作
品
か
ら
葉

山
の
魅
力
が
味
わ
え
る
。

鈴
木
雅
子
編
集
長
（
80
）

は
＝
写
真
、「
政
教
分
離
の

観
点
か
ら
行
政
は
触
れ
に
く

い
寺
社
に
つ
い
て
も
探
究

で
き
る
こ
と
は
町
民
団
体

の
強
み
。
消
え
ゆ
く
古
文

書
の
電
子
デ
ー
タ
化
に
も

力
を
入
れ
た
」
と
話
す
。
Ｂ

５
版
１
２
０
頁
、
千
円
（
税

込
）。
書
店
や
葉
山
ま
ち
づ

く
り
協
会
（
葉
山
町
立
図
書

館
２
階
）、
同
会
の
Ｈ
Ｐ
で

販
売
。
問
い
合
わ
せ
同
会
☎

０
４
６・８
７
６・０
４
２
１

地
域
へ
の
熱
い
想
い
が
本
に

　
　『
腰
越
地
誌
』

鎌
倉
の
西
部
に
位
置
す

る
腰
越
は
、
海
と
山
を
持
つ

自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
に

も
義
経
が
留
め
置
か
れ
た
満

福
寺
、
日
蓮
の
龍
ノ
口
処
刑

場
な
ど
の
旧
跡
を
持
ち
、
近

年
で
は
鎌
倉
高
校
前
が
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
な
ど
話
題
に

富
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
体
系
的
に
腰

越
全
体
を
総
括
し
た
「
地
域

誌
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
腰

越
中
学
校
の
元
教
員
や
卒
業

生
ら
の
５
人
が
編
集
員
と

な
っ
て
、
４
月
に
『
腰
越
地

誌
』
を
発
刊
し
た
。

腰
越
の
自
然
、
歴
史
と

寺
社
・
石
碑
な
ど
の
文
化
遺

産
、
漁
業
・
商
業
な
ど
の
産

業
、
祭
り
や
民
俗
的
行
事
、

教
育
機
関
、
文
学
な
ど
を
写

真
や
地
図
、
イ
ラ
ス
ト
入
り

で
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。

編
集
者
の
一
人
、
岡
田
厚

さ
ん
（
78
）
は
、
１
９
７
１

年
か
ら
新
採
用
の
社
会
科
教

員
と
し
て
腰
越
中
学
校
に
７

年
間
勤
務
。
材
木
座
の
第
一

中
学
校
で
教
員
生
活
を
終

え
、
退
職
後
は
鎌
倉
ガ
イ
ド

協
会
に
所
属
、
現
在
は
会
友

と
し
て
、
講
座
な
ど
を
担
当

し
て
い
る
。

腰
越
へ
の
想
い
か
ら
昨

年
５
月
に
腰
中
関
係
者

４
人
を
誘
い
、
３
カ
月

に
１
回
の
編
集
会
議
を

経
て
、
発
刊
に
こ
ぎ
つ

け
た
。「
地
域
へ
の
恩
返

し
」
と
５
人
の
熱
い
想

い
の
結
集
で
、
鎌
倉
市
図
書

館
近
代
史
資
料
室
の
監
修
・

資
料
提
供
も
受
け
て
い
る
。

Ａ
４
・
カ
ラ
ー
版
、１
２
４

頁
、
１
７
０
０
円
（
税
込
）。

腰
越
地
区
４
カ
所
で
販
売
後
、

個
別
販
売
予
定
。
申
込
・
問

合
せ
岡
田
方
☎
０
４
６
７
・

32
・
０
９
７
６
か
☎
０
９
０
・

４
７
４
１
・
９
９
８
６

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

　

入
賞
21
点

   

第
59
回
鎌
美
展

鎌
倉
美
術
家
協
会
（
米

倉
正
美
理
事
長
・
会
員
93

人
）
の
第
59
回
鎌
倉
美
術
展

が
６
月
26
日
〜
７
月
１
日
鎌

倉
芸
術
館
で
開
か
れ
、
約

１
４
０
０
人
が
入
場
し
た
。

日
本
画
・
洋
画
・
工
芸（
染
織
・

陶
芸
）
の
各
部
門
で
、
公
募

の
77
点
と
会
員
・
会
有
の
作

品
92
点
の
計
１
６
９
点
が
展

示
さ
れ
た
。

鎌
倉
美
術
家
協
会
賞
は
、

結
城
唯
善
さ
ん
（
36
・
小
平

市
）
の
洋
画
「
読
書
」。

鎌
倉
朝
日
賞
の
１
点
は
、

石
嶋
理
恵
さ
ん
（
鎌
倉
市
）

の
日
本
画
「
蒼そ

う

暁ぎ
ょ
う

」
で
町

田
市
の
ハ
ス
田
に
５
、６
年

通
っ
て
描
い
た
と
い
う
。
初

出
品
。
も
う
１
点
は
東
間
今

日
子
さ
ん
（
鎌
倉
市
）
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
「
暁
」
で
、
東

間
さ
ん
は
こ
の
作
品
で
新
人

賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

計
21
点
が
入
賞
し
た
。

審
査
員
の
池
田
清
明
さ

ん
は
「
平
凡
で
も
洗
練
さ
れ

れ
ば
非
凡
に
な
る
」と
話
し
、

「
出
展
を
目
標
に
創
作
を
続

け
る
こ
と
が
重
要
」
と
継
続

を
促
し
た
。

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

　

入
賞
37
点

      

写
真
連
盟
展

　

第
53
回
鎌
倉
写
真
連
盟
展

が
７
月
９
〜
12

日
、
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
鎌
倉
を

中
心
に
活
動
す
る

８
団
体
の
作
品

１
２
１
点
が
展
示
さ
れ
た
。

大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
巖

谷
英
之
さ
ん
の
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ド
リ
ー
ム
」。

鎌
倉
朝
日
賞
は
横
須
賀
市

の
一
ツ
谷
美
代
子
さ
ん
（
74
）

の
「
門
番
さ
ん
」、
英
勝
寺

の
門
前
で
た
ま
た
ま
見
か
け

た
像
と
門
を
入
る
カ
ッ
プ
ル

の
姿
。
一
瞬
を
捉
え
て
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
感
じ
が
い
い
と
の

講
評
を
受
け
た
。
審
査
員
は

全
日
本
写
真
連
盟
副
会
長
の

榎
並
悦
子
さ
ん
。

主
な
受
賞
者
次
の
と
お

り
▽
鎌
倉
市
長
賞
＝
巖
谷
英

之
▽
市
議
会
議
長
賞
＝
一
龍

斎
貞
友
▽
市
商
工
会
議
所
会

頭
賞
＝
榎
原
等
▽
市
観
光
協

会
会
長
賞
＝
岩
崎
茂
樹
▽
市

教
育
委
員
会
賞
＝
網
代
邦
夫

▽
鎌
倉
朝
日
賞
＝
一
ツ
谷
美

代
子
▽
鎌
倉
郵
便
局
長
賞
＝

種
井
平
吉
▽
鎌
倉
写
真
連
盟

賞
＝
渡
部
和
範
・
河
野
和
彦
・

古
林
昭
子
▽
審
査
委
員
賞
＝

吉
田
浩
康
▽
特
別
連
盟
賞
＝

永
田
隆
一
・
櫨
本
孝
雄
・
酒

井
圭
・
津
金
扶
実
江
・
津
金

勝
技
・
石
渡
厚
司
▽
入
選
＝

木
村
誠
治
ほ
か
19
点
。（
敬

称
略
）片

瀬
海
岸

　
ゴ
ミ
拾
い

  

３
千
２
百
人　

藤
沢
市
の
片
瀬
東
浜
海
水

浴
場
で
７
月
20
日
の
「
海
の

日
」、
青
色

の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
姿
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
市
民
ら

が
砂
浜
な
ど

を
清
掃
す
る

「
ブ
ル
ー
サ
ン

タ
」
が
あ
り
、
３
２
０
１
人

が
参
加
し
た（
主
催
者
発
表
）。

江
の
島
を
中
心
に
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
さ
く
ら

が
、
日
本
財
団
の
助
成
を
受

け
て
２
０
１
６
年
か
ら
海
の

日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
、
今

回
は
、
ふ
じ
さ
わ
観
光
親
善

大
使
つ
る
の
剛
士
さ
ん
、
タ

レ
ン
ト
川
村
エ
ミ
コ
さ
ん
、

ス
ヌ
ー
ピ
ー
も
参
加
し
た
。

９
時
か
ら
の
受
付
を
多

く
の
市
民
が
列
を
作
っ
て
待

ち
、
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
。

11
時
か
ら
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
海
さ
く
ら
の
古
澤
純
一

郎
理
事
長
が
「
子
ど
も
た
ち

が
海
に
関
心
が
な
い
時
代
に

な
っ
た
が
、
こ
の
催
し
を
通

じ
て
海
に
遊
び
に
来
て
も
ら

い
、
地
元
で
も
ゴ
ミ
拾
い
を

始
め
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」、
つ
る
の
さ
ん
は
「
海

で
遊
ば
せ
て
も
ら
い
、
生
活

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
一
人

と
し
て
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
を
述
べ
、川
村
さ
ん
は
「
今

年
は
去
年
に
も
増
し
て
大
盛

況
。
個
々
の
力
は
小
さ
い
け

ど
、
集
ま
る
と
ゴ
ミ
は
す
ぐ

な
く
な
る
ん
だ
」
と
感
動
を

伝
え
た
。
東
京
都
国
立
市
の

会
社
員
恩
曽
博
行
さ
ん
（
50
）

は
、
妻
、
息
子
２
人
で
参
加
。

水
族
館
を
訪
れ
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
ゴ
ミ
拾
い
は
初

め
て
で
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
細
か
い
ゴ
ミ
が
多
か
っ

た
。
暑
い
け
ど
み
ん
な
楽
し

ん
で
い
る
」
と
話
し
た
。

黒
川
さ
ん
の「
ス
ケ
ッ
チ
日
和
」

黒
川
さ
ん
の「
ス
ケ
ッ
チ
日
和
」

   

１
０
０
回
記
念
画
集
完
成

　

本
紙
に
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
７
月
か
ら
連
載
を
始

め
た
「
ス
ケ
ッ
チ
日
和
」
が

先
月
１
０
０
回
に
な
っ
た
の

を
記
念
し
て
水
彩
画
家
の
黒

川
明
さ
ん（
78
）が
画
集『
光

は
き
ら
き
ら
と
踊
る
』
を
発

行
し
た
。季
節
ご
と
の
鎌
倉
・

湘
南
各
所
の
風
景
が
エ
ッ
セ

イ
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い

て
目
に
鮮
や
か
だ
。

　

黒
川
さ
ん
は
藤
沢
出
身
で

逗
子
在
住
、
現
在
鎌
倉
と
横

須
賀
に
あ
る
６
つ
の
教
室
で

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
鎌

倉
美
術
連
盟
副
代
表
。

Ａ
４
版
82
頁
、
２
２
０
０

円
（
税
込
）、
た
ら
ば
書
房
、

黒
川
さ
ん
の
HP
か
ら
購
入
可
。

『
郷
土
誌
葉
山
』
17
号

一
ツ
谷
美
代
子
さ
ん
「
門
番
さ
ん
」

石嶋理恵さん「蒼暁」

東
間
今
日
子
さ
ん
「
暁
」

　
「
そ
ろ
そ
ろ
車
を
売
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
こ

に
頼
め
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
査
定
だ
け
で
も
お
願
い
で
き

る
？
」
―
そ
ん
な
お
声
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

車
を
売
る
と
な
る
と
、
何
か

と
不
安
が
つ
き
も
の
。
本
当
に

適
正
な
価
格
で
売
れ
る
の
か
、

し
つ
こ
く
営
業
さ
れ
な
い
か
、

手
続
き
は
複
雑
で
は
な
い
か
…
。

　

初
め
て
の
方
で
も
、
そ
う
し

た
心
配
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
店

は
、
そ
う
し
た
迷
い
や
不
安
に

も
安
心
。「
ま
だ
迷
っ
て
い
る
」

と
い
う
段
階
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
一
度
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
無
料
出
張

査
定
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

☎
０
４
６
７・
81・
４
６
４
１

HP: hc-kamakura.jp

９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

寄
り
添
い
、
安
心
し
て
相
談
で

き
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
査
定
額
に
ご
納
得

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、
無
理
に

売
却
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
つ
こ
い
営
業
や
強
引
な
対

応
は
一
切
な
し
。
契
約
後
の
減

額
も
な
く
、
代
金
は
そ
の
場
で

現
金
ま
た
は
お
振
り
込
み
で
お

支
払
い
。
名
義
変
更
後
も
書
面

で
ご
報
告
し
ま
す
の
で
、
最
後

ま
で
安
心
し
て
お
任
せ
い
た
だ

け
ま
す
。

　

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
の
加
盟
店
な
の

車
を
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

そ
ろ
そ
ろ
、
ク
ル
マ
を
売
ろ
う
か
な
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